


























か つて19世紀後半 の ヨーロ ッパ にお いて,日 本 の絵画 や工芸 品 をもとに日本 の図案 を取 り入
れ た作 品が作 られる とい う現 象が あった。 この動 きは ジャポニ スム と呼 ばれて い る。 もち ろん
これ以 前 に も日本 の美術 工芸 品 はオ ランダや中国 を経 由 して ヨー ロッパ に紹介 されて いたが,
特 に19世紀後半 には,か つてない ほ ど貿易 が拡大 し,万 国博覧会 も開催 され るな ど日本美術 が
一般 の人々 の 目に触 れ る機会 が増 え,そ の拡 が り方 も大 きか った。 日本の美術 が ヨー ロ ッパ に
与 えた影響 にっいての研究 として代表 的な もの は,印 象派絵画 にお ける浮世絵 の影 響で あ る。
この研 究 は既 に1960年代 頃か ら盛 んにな り始 めた。 しか しジ ャポニスムの現象 は,絵 画 の他 に
量産 が可能 な分 野で ある工芸 や染織 品,さ らに音楽や 写真 な ど広範 にわた ってい る。特 に染 織
の分野 につ いて は,日 本 の図案 を参考 に した と思 われ る下絵 や染織品が1860年代 には既 に ミュ
ル ーズ,リ ヨンとい った都市 で製作 されてお り数多 く現存 してい る。 また,こ れ らの生産活 動
は産業 と結 びついてい たため社会的 な影 響 を受 けなが ら独 自の様 式の変化 を見 せて いる。手 本
とな る日本 の図案 は どの ような経路 で もた らされたのか,更 にフランスの染織 に とってジ ャポ




フランスと・ドイツの国境 に位置するアルザス地方にはミsIli一ズ と吟う町があるが,こ こは
18世紀後半から20世紀初頭にかけで捺染の産業都市 として非常に栄えた。 ミュルーズが捺染業
の町 として栄 えたわけは,18世紀における更紗の流行 にいち早 く対応し,19世紀にはいってか
らもオランダやベルギー,イ タリアなどを中心にヨーロッパ各国,ペ ルシアや トルコ,中 国な
どへ製品を輸出したか らであった。その後1860年代になるとミュルーズ製品の中に日本様式を
もつものが現れるようになるのだが,日 本の開国に対応 して製品輸出を意図した ものであった
と思われる。
現在,ミ ュルーズの染色美術館には,19世紀後半のフランス人の手による日本様式の捺染布
や下絵な どが百点あまり現存 しているが,こ れ らはミュルーズの産業デザイナー,ル イ ・ショ
ーノブ(LouisSchcenhaupt)1),フ ェルナン ド・シ ョウブ(FernandSchaub)2),ウィルヘ
ルム ・フレイ(WilhelmFrey)3),シュヴァルベルグ捺染会社(H.Schwarberg)4)などによっ
て1860年代か ら70年代 にかけて美術館へ寄贈 された ものがべ一スとなっている。それ らのデザ
インの特徴 は,全 く日本の伝統的な文様を複写した もの(図1)の 他,日 本のイメージへの誤
解から生 まれた,日 本 と東洋の文様 をミックス した もの(図2),あ るいは西洋的な図案 と日
本の伝統模様 を組合せた もの(図3)な どに分類できる。これ らの図案の出所については,シ
ョーノブの寄贈品の中に広重,歌 麿,英 泉,芳 瀧の浮世絵(図4),大 阪心斎橋塩町角,版 元
綿屋喜兵衞 と記 された小 さな図案集(図5),北 斎漫画の表紙が含 まれていること,そ してH.
ディー トラン(H.Dietlin)という日本美術品を取 り扱 っていた店の広告(図6)が あること,
さらに美術館の所蔵品の中に二百点弱の日本の染め型紙があることなどから,彼 らがこれ らを




贈 した と報告 されている。 この ように早 くからミュルーズでは日本美術について知識 を持って
いた人が幾人かいた ものと思われるが,19世紀後半に入ってからは,日本様式の捺染品を製作




術品を取 り扱っていた店の存在や日本美術品のコレクター として知られるレイモン ド・クーク
ラン(ReymondKcechlin)がミュルーズのクークラン捺染会社の家系の人であり,1904年発
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行の 「ミュルーズ産業協会紀要」の中において彼の日本美術についての講演の内容が取 り上 げ
られるといったこともあったか ら,日本の図案 を手に入れるためのルー トがかな りあったこと
は確かである。加えて,考 慮しなければならないことは,ミ ュルーズ製品の一番の輸出先が19
世紀を通 してオランダであったことである7)。オランダは鎖国時代 も日本 と交易のあった国で
あるか ら,ミ ュルーズと日本の貿易のために深 く関わ った ものと推察している。実際,京 都工
芸繊維大学所蔵の更紗見本帳には19世紀初期 にオランダが日本にもたらしたヨーロッパの更紗




ろうか。 これについては 「19世紀 ミュルーズ産業資料集」 という書物の中でミュルーズの染色
業者 ティエ リー ・ミーグ(Thierry-Mieg)が1863年に,同 じくエイルマン(Heilmann)が
1867年に日本へ向けて毛織物の上に非常に巧妙なデザインを施 した ものを作 った9)と記 されて
いることか ら,日本へ向けての輸出用 として製作が行われていた と思われる。当時はイギ リス
との輸出競争が激 しくなり,イギ リスが条約 を結んだ国への輸出は困難にな り,ミュルーズ製
品は販路 を失いっっあった。 日本が新 しい輸出先 として可能であれば,日本 はまさにミュルー
ズにとって新天地であった。実際私の見た ところ,美 術館に所蔵されている日本様式の捺染品
の素材の多 くはモス リンであったが,こ れは着物の下着 として明治時代の日本において十分活
用できそうなものばか りであった。日本の開国が1854年,そして60年代には日本様式のデザイ
ンが既 に現れ,1867年には日本への輸出を開始 した とすれば,こ の一連の動 きは,日本市場へ
㌦ 向けての非常に着実な対応であった と言 える。つまり,ミ ュルーズでは 「ジャポニスム」は市
場拡大のための経済的な必要性か ら始 まった ものであって,印 象派の画家たちが浮世絵の中に
「日本美」 を発見したことから起 こった動きとは別の ものと考えた方がよさそうである。
その後 ミュルーズは1870年の普仏戦争の結果 ドイツへ割譲され,捺 染業 はしだいに衰退して
い くことになる。しかし,ミ ュルーズ産業協会は ドイツに併合されてからも,常 に各地の産業
情報 に敏感で,同 じ織物の産地であるリヨンの商工会議所な どとは互いに情報の交換 を続けた
のであった。 ミュルーズとリヨンの交流について興味深いことは,リ ヨンの商工会議所の重要














か ら入手する必要があったからである。もちろん,生 糸 と同時に日本の絹織物 も輸入 された。
しかし1854年の開国 と同じ年には,既 にリヨンにはオランダ経由で江戸時代の布見本帳(大 津
屋見本帳)が 伝わっていた。 これは リヨンのナタ リス ・ロンド(NatalisRondot)が所蔵 し
ていた ものであるが,日 本におけるオランダ領事スチュル レル(Sturler)の息子がパ リのコ
レージュ ・ド・フランスの校長であったスタニスラス ・ジュリアン(StanislasJulien)に贈
った ものであった。後 に彼はロンドの方がこれを役だてることができるだろうと考え,1854年
ロン ドに贈 った といういきさつのものである13)。ロン ドが どのような人物であったか というと,
約50冊程の美術に関する著書があるが,そ のうちの多 くは絹や染織に関してのものである。 ま
た,彼 はリヨンの商工会議所の重要メンバーの一人で,パ リ,リ ヨンの万国博覧会では選考委
員 として染織の部門について報告 している。 リヨンに美術館 を建設するにあたってはフランス
の近隣各国を視察し,中 国へ も派遣された という人物である14)。とりわけ,彼はリヨンのデザ
イナー教育のためにリヨンに産業美術館の必要性を痛感 し,イギ リスのサウスケンジントン美
術館 を手本に現在の リヨンのい くつかの美術館の構想 をたて,リ ヨンの産業発展のためにイニ
シアチブをとった。従ってリヨンの織物産業やデザイナー教育のためのリヨン織物美術館は商
工会議所 とは密接な関係にあ り,このことは貿易や万国博覧会への出品のためなど行政 レベル
の仕事 を推 し進めるのに非常に都合が良かった。
(2)リヨン商工会議所の 日本美術 コレクション







1879年「セラミック ・ジャポネーズ」5巻 と6巻 を購入
1883年セルヌスキ氏 より日本の壷を借用
1880年バロン ・ド・シーボル ト氏 より四百種ほどの日本の見本布を購入
1888年リヨンの大越 日本領事が日本の羽二重見本を寄贈
1889年万国博覧会出品物を日本政府 より受 け入れる/飯 田新七が出品物 を寄贈(図14)
1894年ジョゼフ ・ギネが日本の布 を寄贈/林 忠正より日本の絹を購入
1895年横浜同伸会社が絹地の絵を寄贈
1897年ゴンクールより日本の布 を購入/ロ ンドンのカゼラ氏が 日本の型紙を寄贈
1898年「養蚕秘録」受入れ/林 忠正ブロンズのハヤブサを寄贈
1902年林忠正よ り日本の布一組 を購入
1903年林忠正 より日本の刺繍,パ ネル(掛 け軸a)を 購入/S.ビ ングより日本の布のコレ
クションを購入/エ ドモンド・ゲラン氏極東の刺繍を寄贈
このように,意外 にも日本の文物 はかな りの数が リヨンに伝わ っていた。 しかもこれらのも
のをデザイナーが参考にしたであろうし,デザイナーが美術館で多 くを学ぶ ことはロンドの意
図 した産業美術館の目的で もあった と思われる。実際1894年のリヨン植民地博覧会の出品物の
中には日本的な織物が多数確認できるが,こ の博覧会以前,日 本の文物が既に多 く伝わってい
るので,リ ヨンの織物出品物 に日本的なデザインのものが多 く現れて も不思議ではなかった。
その一例 として1880年に商工会議所が,バ ロン ・ド・シーボル ト氏 より購入 した日本の織物の
一枚(図7)と 全 く同 じ図案の ものが後 にリヨンの製絹業者ビアンキー二によって製作されて
いる。(図8)15)
4)リ ヨンの織物デザイナー
1860年代のリヨンのデザイナーの中には,既 に日本様式の下絵 を描いていた者がいた ことが
わかっている。彼 らの作品は現在,リ ヨン織物美術館,リ ヨンの製絹業の老舗プレルやタッシ
ナリなどの布見本などから確認できる。これ らの図案の特徴は,全 く日本の図案の模倣か,非
常 に巧妙にヨーロッパ化 させた ものかのどちらかである。1889年,1894年の博覧会出品物の織
物 に至っては珠玉の作品 と言えるだろう。それらは,一見 したところ日本の影響はほとんどわ
からないが,菊 や燕のような日本的な動植物をテーマに陰影 と空間表現 を駆使 しているもので,
かな り西洋化 している。デザイナーの多 くはリヨンのエ コール ・デ ・ボザールの卒業生で,彼
らは 厂花のクラス」に属 していた。 このクラスからは,特 に花を描いたことから,染織などの
応用美術に進む者,あ るいはわずかであったが リヨン派 として画家になる者の両方が育った。
リヨン派の絵画の中には日本の文物 をモチーフにした ものがい くつかあるが,リ ヨン派の画家
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は,あ る時 はデザ イナー として働 いた16)。織物 デザイナー は,基 本的 には下絵 を織物会 社 に買
って もらう とい うシステム を とってお り,全 く独 立 して いたので,老 舗 の織 物会社 において さ
え もデザ イナー に関 す る記録が ほ とん ど残 っていない。彼 らの名前 をつ きとめ る ところまで は
なん とか到 達 しえて も,当 時 どの ような活動 を していたの かを知 るのは きわめて困難 で ある と
言 える。 その中で も特 に気 にな ったの は レイ ボー(Joseph・Marie・JulesReybaud)とい うデ
ザイナーで あ る。彼 は1862年に リヨンの織物美術館 に 日本 の染 色布 を多 数寄 贈 している こ とか
ら収 集家で もあった と思 われ る。 その中の一枚(図9)は,後 の1867年に ミュルー ズのス タン
バ ック ・クー クラン工房 のた めの下絵 と して デザ イ ンされ た もの と全 く同 じ図案で あ った(図
10)。それ はシュ ヴァルベル グの コ レクシ ョンの中の一 つで あ るが,リ ヨンの デザ イナー,レ
イボー とミュルー ズのシ ュヴァル ベル グが交流 があ った ものなのか,あ るい は別 のルー トで 同
じものが双 方 に伝わ ったのか今 の ところよ くわか らな い。 レイ ボー は,エ コール ・デ ・ボザ ー
ル ・ド・リヨンの出身 であ るが,1840年の彼 の花 の銅 版画集 の中で 中国 的な女性 と花 を描 いて
い る17)。彼 は リヨン派 の画家 で あ るオ ーギ ュスタ ン ・ア レクサ ン ドル ・テ ィエ リア(Augus・
tin-AlexandreThierriat)の弟子 で あったが,師 で あ るテ ィエ リアの作 品の 中に も 「日本 の
花瓶 に生 けた花」(図11)と い う題名 のや は り東洋 を意識 した 作品が ある。絵画か らは この花
瓶 が題 名通 り日本 の ものかあ るいは中国の ものか断定 しが たいが,リ ヨン派の 中には 日本,あ
るい は東洋 の美術 に関心 があ った人 がお り,レ イボー もテ ィエ リア もその一人で あ った もの と
考 えて いる。前 に も述べ た ように,リ ヨン派 と織物 デザ イナーの関係 は 「花の クラス」 によっ
て密 接 な関係 にあったか ら リヨン派 がデザ イナーに 日本の美術 や文様 について影響 を与 えた も
のなのか と考 えて いるが,こ の ことについて は もう少 し リヨン派 にっいての深 い研究 が必要 で
あ ろう。 日本様 式の デザ イ ンを手 がけたデザ イナー として は他 に,プ レル と取引 のあ った マル
タ ン(Martin),ルー (Roux),カ ル ボ ヴスキー(Karbowski),セッシ ョン(Sechan),コ
ロナ(Colonna),フルール(Fleure),そしてタ ッシナ リ(図13)と 取 引の あったルル ーデ ィ
エ(Leroudier),ルノー(Renaud),などが あ げ られ る。 マル タ ン(図12)や ルー はエ コー
ル ・デ ・ボザールの登録 の記録 よ り 「花の クラス」で学 んだデザイ ナーであ る ことは確 認 で き
た。 ところで,プ レル の顧 客 としてはS。ビング(S.Bing)がいた し,タ ッシナ リの顧 客 とし
て はオー トクチ ュー ルの ウ ォル ト(Worth)がいた こ とが それぞれ の見本 帳 に記録 されて い
た。 ビング と日本美術 の関わ りについて はよ く知 られて いる ところであ るが,ウ ォル トが1881
年 にタ ッシナ リに注文 した織 物 は三 日月 を重ね た紋 の ような非 常 に 日本 的な もので あ った18)。
さ らに,ウ ォル ト自身 も日本 美術 についてか な り関心 が あった ようで,1889年のパ リ万 国博 覧
会 に出品 された 日本美術 について感想 を述 べ てお り,日 本 の染 織 について も知識 を持 って いた
ことか ら19)日本通で あった彼 らの注文 が織物 デザイナー に影響 した ことも十分考 え られ る。
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5)万 国博覧会における当時の日本 とフランスの染織
幕府 と薩摩藩が参加 した1867年のパ リ万国博覧会では繊維関係の ものとしては綿布,絹 織物,





も拘 らず日本の織物,刺 繍などが収集家の出品という形式で展示された21)。また,リ ヨンの製
絹業者タッシナ リが 日本様式の織物 を出品 したのはこの博覧会においてであった22)。
1878年のパ リ万国博覧会において注 目す ることは,こ の博覧会の 「織物 と刺繍」部門である。
1879年のガゼッ ト・デ ・ボザール誌の中の 「万国博覧会 における現代美術」の記事には日本の
織物が,常 に染織技術の併用の点 において抜きん出ていること,そ して この万国博覧会に,起
立工商会社か ら小 さなパネルと花の刺繍のついた大 きなカーテンの出品があったこと,それら
の製作技術が ヨーロッパの作品にとって興味深いことなどが記 されている23》。
1889年のパ リ万国博覧会では日本か ら多 くの出品があったが,高 島屋の飯田新七の作品(図
14)や西村総左衛門の大 きな木 と草花の図柄の刺繍な どは高 く評価 された。後者の作品は,特
に自然のモチーフのデザインに優れているとして金賞を得ている。全般的なフランス側の評価
としては,日本の染織品は,やがてフランスの製品にとって競争相手になるであろうし,日本
から多 くの若い者が,と りわけリヨンに織物に関する技術 を学びに来て,や がて日本に帰 り,
学んだ ことを自国のために役立てているので,危 機感すら覚 えると述べ られている24}。一方,
リヨンの出品物についても,こ の万国博覧会 においては非常な成功を収め,製 品の質が高いと
好評を博 した。
1894年には,リ ヨンにおいて 「植民地博覧会」 と称 して博覧会が開催されたが,日 本か らの
染織品の出品のほか,フ ランス人の収集家による日本の染織品の出品 もあった。日本か らのも
の としては,林 忠正の出品した滝の図柄の刺繍のパネルは大変な人気で,そ の作品の前は黒山
の人だか りであった という記録がある25)。また,フ ランス人のコレクションの出品 としては,
S.ビング とロングウェル(Langwei1)によって多 くの日本の布見本 と袱紗が展示され,そ れ
らの色彩の調和が素晴 らしいこと,刺繍が卓越 していることなどが述べ られている26)。ところ
で,リ ヨンでは既に1860年頃か らタッシナ リやビアンキー二などの製絹会社の製品に日本的な
ものが現れていた ことを述べたが,そ れらの作品は完全にコピーか ら抜 け出しているとは言い
難かった。例 えば,あ るタッシナリの製品は青地に卍 と菊,孔 雀の羽根 をモチーフとして採用
してお り,東 洋的なモチーフの珍 しさに頼 りすぎるきらいがあった(図13参照)。しかし,
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1894年のこの博覧会では,リ ヨンの出品物の中に菊や燕 などの日本的なモチーフを採用 しなが
ら,一見 して 日本的な ものとは解 らないほ どデザイン的に高度な作品が現れた。菊の花の作品
は極めて写実的に描かれてお り,ヨーロッパ絵画のように陰影が施 されている(図15)。燕の
作品は燕の群れの表現において,大 小の動 きのある燕を組み合わせて波の上に配置することで
見事な空間表現 を完成 している(図16)。このような表現に達するためには,デ ザイナーは日
本の図案にい くつ も目を通 して,ヨ ーロッパのデザインとして生か してい くためにはどう応用
してい くことが望 ましいか熟考 しなければならなかったはずである。
フランスの織物作品のその後の傾向は,ア ール ・ヌーヴォーへ向か ってデザインの成熟化の
道 を辿 る傾 向にあったと考 えられるが,リ ヨンではた くさんのアールヌーヴォーの織物作品を




今回の調査によって ミュルーズ,リ ヨンなどの産業都市 において,か なり早 くから日本の図
案に関する情報が伝わっていたことが確認できた。 しかも,日本の図案が伝わった経路は複数
の方法があった。 日本の図案や美学 は,フ ランスのデザイナーによって丁寧に分析 され,自 国
の製品に応用可能か どうか熟考された結果それらの製品が出来上がっていた過程がうかがわれ
た。 ミュルーズにおいては,数 百枚の日本的な下絵 をみることができたが日本の図案の模倣 と
日本への空想のデザインが多 く,洗練 された ものとは言い難かった。デザイナーたちは,あれ
ほど日本の図案 に関する資料 を集めて研究 したにもかかわ らず,どの作品もデザインの質の点
において優 れたものを生み出すことができなかったことについては,や はり輸出を考慮 した産
業第一主義 に走 ったためであ り,それか ら脱却で きなかったこともミュルーズ衰退の一原因に
なった もの と思われた。一方,リ ヨンにおいては,蚕種や生糸の輸入により日本の情報が他の
都市より比較的たやす く入手できたこと,商工会議所の力添えがあった ことなどがデザイン研
究にとって有利であったし,何 よりも輸出用ではなく国内向けに日本の様式を持つ織物を製作
した点に大 きな違いがあった と言える。1870年頃か らはリヨンの織物 も低迷 しだしてデザイナ
ーは何か新 しいアイデアを求め始めていた。そして,い くっかの製絹業者はまず,全 く日本の
模倣品を製作 した後,日 本の伝統的なモチーフを試しに採用 してみるなど試行錯誤 したあげく,
ヨーロッパ的な表現方法 を組み合わせることによ り独 自の ものを生み出すに至ったと言えよう。
そのためには日本の ものを受 け入れる下地がかな り早 くか らリヨンにおいて既にあったこと,
S.ビングや ウォル トな どイニシアチブを取 る人物がリヨンに関 っていたことも忘れてはな ら
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な い。 日本 に詳 しい研 究者 による助 言,高 水 準の織 りの技術,エ コール ・デ ・ボザ 冑ル出身 の
花 を描 くこ とに秀 でたデザ イナーた ちによる連携的 な製作 が 日本 の模倣 には終わ らない,日 本
の良 い ところは取 り入れ なが らもヨー ロ ッパ の基本姿勢 は決 して崩 さない作品 を完成 させた の
で あ り,こ こに織物 の ジャポニ スム をみ る ことがで きる。 当時の織物全 てが 日本的 では ない に
して も日本 の様式 を採用す る方針 を打 ち出 した こ と自体 は,そ こにデザイ ン改革 のための触 媒
の よ うな必 要性 があ った こ との表 れだ と思 われ る。産業史 的 には,一 っ には大衆化社会 到来 に
よって王侯 貴族 や教 会のた めのデザイ ンで は合わ な くな った こ と,二 つ 目には技術改革 が進 む
なかで デザ インの可能性が拡が り新 しい ものが必要 とな っていた こと,そ の よ うな ところへ 日
本 との出会 いが あ った こ と,以 上 の ような ことが 日本 の様 式 を取 り入 れ るこ とに積極 的 に作用
した もの と考 えてい る。
〈注釈>
1)LouisSch(£nhaupt;1822年に ミュルーズに生 まれる。13才の時に梳毛機の発明者であるユブネ
ーの ところで見習いをした後,パ リのい くつかのア トリエでデザイナー として働 き,1845年には
再び ミュルーズに戻 りクークラン兄弟社で働 いた。1858年にはミュルーズ染色美術館創設のメン
バーとして捺染品のコレクシ ョンの分類をお こなっている。1895年亡 くな る。
2)IFernandSchaub;1860年生 まれ。彼は特 に室内装飾の全ての分野 と衣服のためのデザイナーで
あ った。1896年にはパ リにも支店 を設立 してお り,当 時 ミュルーズのショウブのア トリエには約
60～80人の従業員が雇用され,相 当な規模 であった。
3)WilhelmFrey;ウィルヘルム ・フレイというのは,マ ックス ・プレイ(MaxFrey)とウィルヘ
ルム(Wilhelm)を代表 として1875年に創設 された会社の社名である。 この名前 はミュルーズ染
色美術館へ 日本様式の捺染品を寄贈 した者 として記録があった。








が い くつかある。同様 に,リ ヨンのナタ リス ・ロン ドの著二書`NoticeduvertdeChineetdela
teintureenvertchezlesChinois'(1858年刊)の 中にもこの染料についての記述があり,フ ラ
ンスでは早 くか らこの染料 に注目し,製 造法 を探 していた。その他の中国についての記述 として
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は,1847年に オ ス マ ン 氏 に よ っ て 「中 国 に お け る綿 栽 培 と綿 産 業 」 「広 東 と中 国 の 貿 易 に つ い て の
覚 書 」 とい っ た 報 告 や1848年に シ ャ ル ル ・ ドル フ ユ ス 氏 が 中 国 か ら持 っ て 帰 っ た 絹 織 物 や 綿 織 物






12)藤本 實 也 「開 港 と生 糸 貿 易 」 中 巻,開 港 と生 糸 貿 易 刊 行 会 昭 和41年 復 刻 版pp.497-498。
13)在 日 オ ラ ン ダ領 事 ス チ ュ ル レル は,北 斎 の 描 い た 洋 風 浮 世 絵 も持 っ て 帰 っ た こ とが わ か っ て い る 。
こ の 見 本 帳 は そ の 息 子 で あ る レ オ ン が ス タ ニ ス ラ ス ・ジ ュ リア ン に 贈 り,そ の 後 ロ ン ドの 手 に 渡
り,現 在 は リ ヨ ン織 物 美 術 館 所 蔵 と な っ て い る 。
14)リ ヨ ン 商 工 会 議 所 の 資 料,Boite6,1881年。
15)(図8)は19世 紀 後 半 の ビ ア ン キ ー 二 の 製 品 で あ る が,作 ら れ て す ぐに は発 表 さ れ な か っ た 。 リ
ヨ ン織 物 美 術 館 所 蔵 の 日本 の 織 物(図7)と 全 く同 じ図 案 を用 い て い た た め リ ヨ ン で 発 表 す る こ
と を控 えた も の と思 わ れ る。 後 の1925年,パ リで 開 催 され た 「工 芸 と現 代 産 業 の 国 際 展 覧 会 」 に
お い て 出 品 さ れ,現 在 パ リ装 飾 美 術 館 所 蔵 と な っ て い る。
16)エ リザ ベ ー ト ・ア ン ド ゥル ア ン=フ ユ ジ ェ,エ チ エ ン ヌ ・グ ラ ー フ 『花 の 画 家 た ち 』 「19世紀 リ ヨ
ン 派 の 栄 光 」 展 図 録 岐 阜 県 美 術 館,1990年,p .55。
17)L'albumdudessinateurgraveal'eau-forte,1840,Lyon.













本 原 稿 は,1993年3月 意 匠 学 会 理 論 部 会,1994年7月 意 匠 学 会 例 会 で 発 表 し た も の に 新 し い 内 容 を加
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えてまとめた ものである。
図II860～70年代,日 本様 式の捺 染品,良 き事 聞 く文 様,
モ ス リン、 ミュルー ズ,染 色 美術館
図21860^-70年代,日 本様 式の 捺染の ため の下絵,
ミュルー ズ 、染 色美術 館
図1,図2,図3,と も1860～70年代 の ミ
ュルー ズのデザイナ ーに よる作品。図1は
モス リン製,図2,3は 捺染 のた めの下絵 。
ミュルー ズ,染 色 美術館
図31860～70年代 、 日本様 式 の捺染の ための下 絵,
ミュルー ズ 、染 色美 術館
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図4デ ザ イナー シ ョー ノブの所有 して いた浮世絵,
ミュルー ズ,染 色 美術館
図6H.デ ィー トラ ンの店 の広 告,ミ ュル ーズ,染 色美 術館
図5デ ザイナー シ ョー ノ ブの所 有 して いた図案 集の一 部。大 阪心斎 橋版 元 と記 入が あっ た。
ミュルーズ,染 色美 術館
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図7【880年,シ ーボ ル トから購入 した 日本 の絹
織 物,リ ヨ ン,織 物歴 史博物館
図8r880年 代,リ ヨンの ビア ンキー二 によって製作
され た絹織 物 、パ リ,装 飾美術 館
図9リ ヨ ンのデ ザイナ ー,レ イボーが 所有 して い
た日本 の捺染 布,リ ヨン,織 物歴 史博物 館
図10ミ ュルー ズの クー クラ ンエ房 で1867年製作 され
た捺染の ため の下絵,ミ ュルー ズ、染色美術 館
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図H(上 左)
テ ィ エ リア,「 日本 の花 瓶 に生 けた花 」1854年,油
彩,リ ヨン美術館
図12(上右)
リヨンの デザ イナー,マ ル タン による絹織 物,1870
年代,リ ヨ ン、プ レル社
図13(右)
1880年代 、絹織 物の見本 帳 よ り、タ ッシナ リ社製 作,
リヨン、 タ ッシナ リ社
図is飯 田新七の寄贈品,リ ヨン、
織物歴史博物館
図151894年,リヨ ン植民 地博 覧会の 出
品物,リ ヨン,織 物歴史博 物館
図161894年,リ ヨン植 民地 博覧 会の 出
品 物,リ ヨ ン、織 物歴 史博 物館
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